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那覇市 CKD(慢性腎臓病)対策推進 ＮＥＷＳレター          

那覇市C
 シー  

K
 ケー  

D
 ディー  

7
 な  

8
 は  

（病診連携事業）がスタートして 5 年、 

新たな取り組みが始まります 
 

令和 3 年 2 月～令和 3 年 3 月までのＣＫＤ対策に関する主な取り組みをご報告します。 

◆第2回CKD病診連携推進会議を開催しました◆ 

令和 3 年 2 月 19 日（金）に第 2 回目を開催しました。 

 委員として、田名毅（首里城下町クリニック第一）、比嘉啓（首里城下町クリニック第二）、宮良忠

（みやら内科クリニック）、糸数昌悦（那覇市立病院）、友利博朗（八重洲クリニック）、屋宜宣治（屋

宜内科医院）、真栄城修二（まつお TC クリニック）、谷川聖（全国健康保険協会沖縄支部 保健師）

仲宗根正（那覇市保健所所長）の 9 名にご出席いただきました。（敬称略） 

 

 

◆医療者向けの「ＣＫＤ対策講演会」を開催 2 回目◆ 

令和３年３月２５日に CKD 対策講演会を実施しました。（場所：沖縄ハーバービューホテル） 

「那覇市CKD７８の現状と課題」と題し、医療法人麻の会 首里城下町クリニック第一 院長 田名 毅

先生によるご講演のあと、特別講演として、「CKD７８の新たな取り組み～CKDカード／シールを活用した多

職種連携～」と題し、医療法人かねや 屋宜内科医院 院長 屋宜 宣治先生にご講演いただきました。 

CKD７８の新たな取り組みとして、CKDカードを実際に活用されている様子や、これからのCKDシールの活

用についての講演となりました。CKD

シールとカード両方を活用し、多職種

が連携して市民の健康、腎臓を守っ

ていこうという熱い講演会となりました。 

対面とWEBのハイブリッド形式で開

催となり、医師・薬剤師・コメディカルを

合わせ総勢73人の参加がありまし

た。 

 

 

今回は、令和３年度の取り組みについて話し合いました。次年度は、まずは、2 月に延期になった地区別症

例検討会の開催や、新たな取り組みとなる CKD カード、CKD シールの活用を進めていくこととなりました。実際

に CKD カードを使い始めている屋宜先生からの話を参考にしながら、CKD カードとシールの活用についても更

に意見交換しました。当初は、どちらか一方でとの話もありましたが、カードとシールの両方を使い、医師同士だ

けではなく、薬剤師さんや看護師さんなどと多職種の連携を深めていきたいとの話になりました。 
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◆CKD カード、CKD シールの取り組みについて◆ 
3月25日に開催した講演会で紹介いたしました内容です。 

CKDカードはG3a以降の方、CKDシールはG3b以降の方へ、かかりつけの先生方を軸に看護師

さんや薬剤師さんなどの協力を得ながら、配布や説明をしていきたいと考えております。 

５月以降に下記のポスターやチラシ等を持って、順次、説明に伺う予定です。よろしくお願いし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CKD 対策事務局：那覇市 健康増進課 
電話）098-862-0564 FAX)098-862-4266 

※特定健診課は 4 月から健康増進課へ統合され、5 月に保健所へ移転します 
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<目的> 

他科受診や薬局でお薬をもらう際に、かかりつけ医以外や薬剤師さんへ腎臓機能の状況 

をしていることを、把握してもらう 

<貼付の流れ>  

１．初回は、かかりつけ医を受診時に、血液検査の結果をもとに、CKDステージG3b以降の 

患者さんへチラシを活用し説明。お薬手帳に貼付する。 

2.  貼った日付を記入。 

３．お薬手帳の更新時は、最新の血液データを確認して、薬剤師さんやかかりつけ医で貼り直 

してもらう。 

 

患者さんへの説明用のチラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CKD78シールの運用について 
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<目的> 

１．患者さんに、自分の腎機能について関心をもってもらう。 

２．かかりつけ医以外を受診する際に、腎臓機能の状況を、他科の医師や薬剤師さんなどへ 

伝え、把握してもらう。 

<配布の流れ>  

１．初回は、かかりつけ医を受診時に、血液検査の結果をもとに、CKDステージG3a以降の 

患者さんへチラシを活用し説明。ステージが良くなるように声かけをする。 

２. 裏面へ検査の情報を記入し、表面のステージへ〇をつける。 

３．２回目以降は、新しい血液検査のデータがある際は記載する。 

４. 紛失した際や、検査値がいっぱいになったら再度、配布する。 

 

                                                 患者さんへの説明用のチラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CKD 安心カードの運用について 


